
基本的人権は国連において中心的な国際規範であり、世界人権宣言はその基礎となる
重要な文書です。しかし、人権の根拠や人間の尊厳の意味については、十分に理解さ
れているとは言えません。本シンポジウムでは、角茂樹氏の新著をもとに、人権の本
質や戦争・平和との関係、そして上智大学のキリスト教ヒューマニズムとの関わりを
深く考えます。高校生から専門家まで幅広い参加を呼びかけています。

ハイフレックス
シンポジウム

人権とは何か－
『世界人権宣言と戦争と平和の論理』出版記念シンポジウム

日時 6月12日（金）18:00–20:00
会場 2号館17階国際会議場またはZoom

対象：学生・一般

言語：日本語

無料・要事前登録

主催：上智大学 共催：国際協力人材育成センター、国際関係研究所

問合せ hrc-ic-co@sophia.ac.jp

基調講演

角茂樹
元・駐日本政府国連代表部大使、元・駐ウクライナ大使、
上智大学国際関係研究所客員研究員

コメント

小野島吾郎 ホアン・マシア

モデレーター：安野正士
上智大学国際関係研究所所員

お申込み

オンライン

対面

元国連人権理事会セクレタリー イエズス会司祭
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